
(株)三井銀行における

OR活用の考え方と活用例

金井哲治・富沢三郎

はじめに

近年の金融機関におけるコンピュータの普及状

況は目を見張るものがある.預金処理等の業務処

理のオンラインはもとより，いわゆる経営情報シ

ステムの発展はコンピュータなくしては考えられ

ないものとなってきた.

同時にコンピュータリゼーションは，本部スタ

ップ部門における情報収集やデ.ータ解析のあり方

に大きな影響を与えてきた.OR等の分析手法に

ついてもそのような大きな流れの中でより一層普

及していくものと考えられる.しかし，現実的に

ORそのものが金融機関において，十分な効果を

発揮しているかについては，残念ながら疑問符で

答えざるを得ない.ORが現実的な武器として活

用されるには，解決されるべきさまざまな問題が

あると考えられる.

本論では，三井銀行を例に金融機関における O

Rの普及のためにどのような環境条件が必要であ

り，どのような発展過程をたどるべきかについて

論じるとともにつの活用例について述べてみ

TこL 、.

1. ORをとりまく環境

1.1 ORは必要か

銀行業は，今日でこそ第13番目の不況業種など

かない・てつじとみざわ・さぶろう 側三井銀行シ
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と言われて経営環境のきびしさを話題にきれてい

るが，かつては，いわゆる万年好況業種とさえよ

ばれた時代があった.そのような時代に， ドイツ

のUーボ{ト対策に苦慮していた英国が考えだし

たといわれる ORなるものが果して必要であった

であろうか.極論すれば，なんら打破すべき対象

がない時代に戦術兵器としてのORが必要であっ

ただろうか.おそらく人間の勘だけで十分で、あっ

たで、あろう.さらに銀行において行員の体質を考

えてみると，一般的にほとんどの人々がいわゆる

文科系の出身者である.したがってごく一部の人

人を除いてORなるものに対して関心はきわめて

低かったと言えるだろう.むしろORなどという

言葉を知っている人はほとんど皆無に近かったの

ではないだろうか.そのような環境の中で果して

銀行はORを必要としたであろうか.

1.2 ORへの関心

いわゆる事務処理の EDP化は，さまざまな情

報を容易に入手可能とした. コンピュータから吐

き出される膨大な情報は，それを処理してなんら

かの有意義な情報へと転化させるプロセスに大き

なインパクトを与えることとなった.これまでの

鉛筆とソロバンによる入手処理では到底まかなえ

なくなるとし、う状況を生みだした.そこに登場し

たのが M1S といわれる情報システムである.M

1S は基本的要素として， D/B と情報を処理す

るいくつかの分析手法を具備することによって情

報処理の強大な武器となった.銀行においても，
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MIS を通じて分析手法への関心が徐々にではあ

るが高まってきたのである.一方，オイルショッ

グを境に安定成長へと軌道修正を余儀なくされた

日本経済は，金融機関に対しても，これまでのよ

うな人間の経験と勘による現状分析や戦略立案の

限界をいやおうなく知らしめることになった.さ

らに主としてシステム開発のための人員と大量の

理工科系の採用が行なわれたことも，銀行におけ

る OR理解者を増大させ，彼らの活動を通じてO

Rへの関心を高める一因ともなったのである.

2. ORを育む環境条件

2.1 OR適用失敗の反省

ORへの関心がある程度高まってきたとき，ご

く A部の人々の間でOR手法を適用してさまざま

な分析を行なってみようとする動きが現われてき

た.そこで彼らが中心となっていくつかのモデル

が作られた.しかし，そのモデルの多くは，ほと

んど実用に供することなく眠ってしまったのであ

る.その原因を考えてみると，

① モテール作成者は，数学や物理の専攻者が多

く，利用者の知識水準を無視したモデルとなっ

てしまった.

② モデルは，利用者の立場にそぐわない複雑

なものが多く，利用者自身が使用するには多大

な負荷が伴った.

③ モデルのアウトプットは，ほとんどの場合

現実と厳密に一致することはないという統計的

常識を理解してもらえるだけの土壌が利用者の

側になかった.

④ モデル作成にとらわれるばかりに，分析の

元になる情報収集プロセスをおろそかにし，情

報収集に思わぬ困難が伴うことが多かった.

たとえば，データのデータシートへの転記とか

カードパンチ等々があげられる.

2.2 OR活用の条件

以上のような反省にもとづき，利用者と親密な

コミュニケーションをはかりながらORを活用し

1979 年 11 月号

てゆこうとする動きが現われたのは，ごく最近の

ことであった.種々さまざまな書物に掲載されて

いる立派なモデルに目を捉われることなく，本当

に使われるモデルを作り始めようとし始めたのは

ごく最近のことである.

われわれはORを真に活用してもらえる条件と

してつぎの事項が重要であると考えている.

① 実務で生かされること.

② 簡単にOR手法が使えること.

③ OR手法を理解してもらえること.

以上の 3 項目である.

① 実務で生かされること.

この条件は，ごくあたりまえのことであるが，

とかくおろそかにされがちである.というのは，

ほとんどの場合ORスタップは利用者と必ずしも

同じセクションにいることが少ないため，利用者

が現実にどんな仕事をしており，仕事のどのよう

な部分で困っているかを理解できないことが多

い.たとえば，日常のデータ整理に追われているユ

ーザーに対して rORを使えJ とか rOR適用の

ヒントを出せ」と言ってみても何の効果もない.

その場合ORスタッフがまず第 l にやるべきこと

は，ユーザーの日常業務を少しでも軽減してあげ

ることである.その結果生まれた余裕の中で， 0

R活用のヒントが出てくることが多いのである.

〈教訓その1>

ORを活用するには，つまらない日常のデータ

整理作業を解消する必要がある.

また，日常のデータ整理作業を EDP化するプ

ロセスにおいて， ORスタッフは思わぬ発見をす

ることがある.というのは，単なるデータ整理作

業とはいえ，その過程で人間の頭の中では，複雑

なデータ解析が知らぬ聞に行なわれていることが

多いのである.たとえば，毎日の預金残高の推移

を表やグラフにするとし、う作業を実行しながら，

その担当者の頭の中では，前月または前年同月の

預金の推移と比較対象し当該月の預金残高見通し

を，おぼろげながら頭に描くという作業をしてい
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伸び率と増加額のグラブ

素として操作の容易性を

考えなければならない.

図 1

るのである.したがって上司から見通しをたずね

られたときには，かなり正確な預金残高見通しを

せっかくよい結果が得ら

れるモデルで、あっても使

用方法が複雑なため放置

されるモデルというもの

答えることが多くある.

く教富11その2)

日常定例作業の中に， OR活用の材料は豊富に

操作フロー

は数多くあるのである.

く教訓その3)

OR手法は，簡単に使

用できる条件をととのえなければならない.

③ 

なんらかのOR手法が適

含まれている.

② OR手法が簡単に使えること.

以上の活動によって，

用されたとする.
図 2

ところがそのOR手法を使うの

に余計な時間や複雑な手続きを必要とするのであ

その手法が継続して生かされることにはな OR手法を理解してもらえること.れば，

これはORの普及にとって大きな要件である.

近年コンビュータ利用によって，数々のOR手法

がパッケージ化され，かなり高度な分析が比較的

とくに保守的で，伝統を重んじる

企業であればあるほどその可能性は高い.なぜな

ら，手間のかかる OR手法を使わなくても，

らないだろう.

これ

しカミし簡単な手続きで使用できるようになった.これからもやっていけるとまでやってこれたし，

ともすればパッケージの中身をブラッ

クボックスとして手法の内容をあまり理解するこ

となく安易に適用する例が見られる.OR手法に

対する理解の欠乏は将来の発展を妨げることにな

る.われわれの基本的な認識は，

その反面，考えるからである.確かにORを適用するうえで

のメリットは他にあるかも知れない.つまり人間

の経験や勘によるよりもより精級な分析結果が得

られるということである.しかし，現場の考え方

5 分で80%の精度で分析するのと 1 OR とは決してからすれば，

LP や DP や PERT のようなこれまで考え出さ

れてきた手法をさすのではなく，現状の正しい認

識や将来のより正確な見通しを立てるための分析

オベレーションズ・リサーチ

時間で 100%の精度を得られるのとどちらをとる

かといえば，前者を選ぶことが多いのである.した

がってOR手法が生かされるためには，大事な要
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図 3 操作例

1979 年 11 月号
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の方法だということである.したがって，そのよ

うな複雑なほとんど完成された手法にとらわれる

ことなく，利用者がデータの解析をできるツール

を提供する必要がある.理想的にし、えば，利用者

の思考プロセスに対応して基本的な分析手法を通

じて，やがて LPや多変量解析のような分析まで

自然と発展していけるようなツールが整備される

必要がある.つまり，分散や平均あるいは相関係

数といったような，比較的理解しやすい分析が容

易に使用でき，それらの必要に応じた組み合わせ

によって多変量解析まで発展できるよう ORスタ

ップは利用者をうまく導いていかなければならな

い.そのためにこのような分析を可能とするツー

ルが利用者の身近にあるような環境を作り出す必

要がある.

〈教訓その 4>

ORを専門家の手から，一般のユーザーの手へ，

3. 活用例一営業店業績静価の一手法一

以上ORの適用可能条件について長く論じてき

たが，ここでその活用例を述べることにする.つ

ぎに述べる活用例は，営業店業績評価の一例であ

るが，この作業自体はOR手法を使用することな

く永らく人間の経験と勘によってなされてきたも

のである.

そのような作業にどのように，異和感を感じさ

せることなく OR手法を適用していったかという

参考になれば幸いである.

3.1 評価の考え方

営業店の活動をいくつかの指標をもとに評価す

る作業は，銀行においてとくに本部スタッフの重

要でかつ慎重を要する作業である.評価の方法と

しては，評価の対象とすべき項目をいくつか選

び，それらの総合得点によって評価する方法をと

( ~:l~:;>/":ンスコ n
合合. ~:2 ':! 1 フ鴨 2 フ・ ;; ~ 争 **合

サ;;/・n.NO ~:Z~イフ ft ;;-1 シ:Z1: 1 フ ft;; ・2
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2 -.ヲ 9 君 .065 
NO :nウ乎 幸ヨリツ J~イセキ宇ヨリラ 3 -.012 .027 
T 1.つZ 勾 .?61" .964 4 -, .736 .36'3 
2 .071 • 036 1.000 5 ・ 33喝J .252 

6 ー .48: .126 
7 .645 -.229 
z -.416 -.280 

**食 、~:2 t: 1 フ・ 2 ?" J t! 幸 *宮会 9 .063 -.426 
1C ー .437 .o� 

CJ 2 ヲヘ" フ・ト J~ ) 11 -.126 ー .034
12 5.185 .517 

ト，1:イチ NO コユウチ・ 1 コZのチ -2 13 .3 噌・今ι .178 
T • :'0ア ー.アCア 14 .739 -.427 
2 .707 .70-:' 15 -.394 .057 

16 -.634 .009 
17 -.057 -.113 
13 1.600 .127 

(1コシフ力リヨウ】 19 -.132 ー .14'3
20 1.484 -.7:;4 

ト'l!1 手 NO シHイフ";，・ 1 ~:2t! 1フ ft ::J・ 2 21 -.072 .103 . .982 -.189 22 -.682 .147 
内』 .亨 82 .189 -‘，・ 3 、f'，ー73 .123 

24 -.373 .004 
25 -.477 .Q56 

t 牟ヨリツ 3
トク1:1 チ NO ~:z t1'フ・;;・ 1 ~:z t1コ・2 ・2

ト， t 1'チNO む:21:1'コ‘ ;;-1 ~l1!イフ"コ・2 T .001 -.001 
T .ヲ64 .036 ‘ ム .141 .141 
a‘ー, 1.92守 .071 CO"lSTANT -15.488 -13 .905 

図 4 主成分分析の実行結果例
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っている.問題は総合得点をいかにして与えるか

ということである.

評価は，最終的に厳格に順位づけられたものと

ならなければならない.たとえば，成長性を示す

と考えられる 2 つの項目を取り出して，

次元のグラブにプロットしてみたとしよう. (図

それを 2

図 5 主成

分分析の結

果の出力例

l つは増加額である.

凶 l を見てわかることは，伸び率と増加額はた

がし、に相関があり，またA ， B , C , Dを直線上

にならびかえるにはかなり困難だということであ

1 つは伸び率であり，1 ) 

る.そこで 1 つの方法として主成分分析を適用し

効果は大である.しかも，モデルの操作はいつで

も誰でも容易に実行できる簡単なものである.

4. あとがき

銀行における OR適用の考え方，その一例を述

べてきたが，必ずしも十分述べられたとは思えな

まだまだORを活用できる範囲は大きいも

てみることにした.

評価モデル

モデルの操作

主成分分析の手法は，当行経営情報システムの

TSS 端末を使用して操作される. また分析デー

タは D/B に収録されており，初心者でも簡単に

実行できる.操作フローを図 2 に示す.

さらに具体的に操作例と実行結果を示すと図

3.2 

)
 

-
a
A
 

(
 

いし，

のと思われる.しかしながら，本論が志を同じく

する諸兄の一助となれば幸いである.

653 

3 ，図 4 ，図 5 のようになる.

(2) モデルの評価

この例では，簡単のため 2 項目について主成分

分析を用いた総合評価の方法を示したが，実際に

は評価項目は 10数項目にわたり主成分分析による
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